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心理学 
仏教 

仏教と心理学等の接点を追求する勉強会   2010 年 10 月 16 日＠武蔵野大学 

心を観じ、つつみ、おさめる営み－－『現代瞑想論』からの考察 

葛西賢太（宗教情報センター研究員） 

 

きっかけ 瞑想の範囲を広げ、鳥瞰する 

・ 自分の瞑想歴 宗教学の経験 心直しへの関心 宗教心理学 

・ 宗教学でよくいう「瞑想の研究」⇒概念を広げる必要 

・ AA という団体の研究 ⇒『断酒が作り出す共同性』 酒と薬物と意識  

・ 介護をする人たち わかってもらえない苦しみを持つ人々 

・ 神通、共感、傾聴のちから rapport 瞑想者本人以外にとっての瞑想の意義 

 

仏教「と」心理学 

・ 仏教を実践する人と、心理学（周辺）を実践する人との出会い 

 

……こんな考え方もあります…… 

仏教 

 

 

 

    仏教心理学？ 

  心理学（周辺） 

仏教と心理学（運動）！ 

仏教 
心理学 
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瞑想の迷走、名僧の瞑想 

・ 瞑想は流行しているか 

・ 迷走する瞑想 

・ 瞑想自体の危険さ 瞑想への依存 

・ 瞑想の活用 ZHP 福祉分野での応用 

 

変性意識論 

・ 通常意識の見直し 

・ 変性意識諸状態の範囲を、うんと広くとるべきだ！ 

・ 笑い 通訳 入浴 抱擁……これらと瞑想 

 

シャーマニズム研究からの考察 

・ カミダーリイ（神祟り）の意味 

・ シャーマンや霊媒の意識は、私たちの日常意識とどれぐらい隔たっているのか？ 

・ シャーマンや霊媒は、異常心理、精神病理を抱えているのか？ 

・ 変性意識状態 Altered States of Consciousness あるいはシャーマン的意識状態

Shamanic States of Consciousness という議論と、その行き詰まり 

・ セッション中に電話に出るシャーマン 達人の意識 

・ 変性意識諸状態の範囲を、うんと広くとるべきだ！ 笑い 

・  

現代と瞑想、瞑想の今、瞑想する現代人
わたしたち

 

・ AA という団体の研究 ⇒『断酒が作り出す共同性』 酒と薬物と意識 ソーマ、リグ・

ヴェーダ 9 

・ 介護をする人たち わかってもらえない苦しみを持つ人々 

・ 神通、共感、傾聴のちから rapport 瞑想者本人以外にとっての瞑想の意義 

・ 瞑想によって可能にされるもの 

 心を感じる……現状把握 

 心を包む……安心して自分を見つめられる環境を確保 

 心をおさめる……混乱を整え、力を発揮 

 

執筆の体験 

・ 5 年ほど前に春秋社に企画を相談 

・ 書けなくて苦しんでいた時期⇒瞑想して図を書く 

・ 事実確認の手間 ストレス図式 

・ コラムと扉引用 
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資料編 

【資料編の引用部分は省略】 
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